
○令和２年８月28日 第１回ＷＧ
・「地域の未来予測」のあり方について
・分野・指標の例について

○令和２年10月28日 第２回ＷＧ
・分野・指標の例について
・地図上での分析方法の例について
・｢地域の未来予測｣の活用・住民対話の事例について

○令和３年１月13日 第３回ＷＧ
・これまでの議論・意見照会結果を踏まえた論点整理と
対応方針について
・GISの活用方法の例について

○令和３年３月４日 第４回ＷＧ
・地域の未来予測ＷＧの取りまとめに向けて

地域の未来予測に関する検討ワーキンググループ

検討内容

①「地域の未来予測」のあり方：「地域の未来予測」のあり方について、その基本的な考え方をはじめ、これ
を踏まえた地域における｢目指す未来像｣の議論のあり方等について検討

② 分野・指標：「地域の未来予測」として行政需要や経営資源に係る長期的見通しを作成することが考えら
れる分野・指標の例について検討

③ 推計方法 ： 指標の例ごとの推計方法の例について、既存の各種推計の手法との関係を含め検討

概要

第32次地方制度調査会答申（令和２年６月26日）において、今後、具体的にどのような資源制約が見込ま
れるのかについて、各市町村がその行政需要や経営資源に関する長期的な変化の見通しの客観的なデータを
基に「地域の未来予測」として整理することが考えられる旨が指摘された。これを踏まえ、総務省において、
「地域の未来予測に関する検討ＷＧ」を開催し、各市町村における実施の際の参考となるよう、国として例
示すべき対象分野や指標、推計方法について検討を行う。
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